
第 3 次長期総合計画前期基本計画の重点施策検討資料 

 

 施策分野 基本的な方向性 調査等からみえるポイント

 

Ⅰ 活力ある産業の創造と成長

1 農業・畜産業の振興

Ÿ 物価高騰（エネルギー・仕入れ） 

Ÿ 耕作放棄地の増加 

Ÿ 担い手・後継者不足 

Ÿ 鳥獣被害 

Ÿ 住民からみて実施優先度の高い分野

 
2 林業・水産業の振興

Ÿ 物価高騰（エネルギー・仕入れ） 

Ÿ 担い手・後継者不足

 

3 商工業の振興

Ÿ 物価高騰（エネルギー・仕入れ） 

Ÿ 最低賃金引上げ 

Ÿ 担い手・後継者不足 

Ÿ 芸北、大朝での「働く場」不足 

Ÿ 特に若者から充実が望まれる分野 

Ÿ 住民からみて実施優先度の高い分野（商業・雇用）

 

4 起業支援と担い手育成

Ÿ 物価高騰（エネルギー・仕入れ） 

Ÿ 最低賃金引上げ 

Ÿ 経営圧迫 

Ÿ 住民からみて実施優先度の高い分野

 

Ⅱ
にぎわいと活気に満ちた 
まちづくり

1 暮らしの基盤となる住環境の充実
Ÿ 「住み良い」と感じる住民割合の減少 

Ÿ 地域による住環境格差（大朝、芸北、豊平での利便性不足）

 
2 子どもの健やかな成長を支える環境づくり

Ÿ 担い手不足・高齢化 

Ÿ 住民全体から充実が望まれる分野 

Ÿ 住民からみて実施優先度の高い分野

 3 すべての人への充実した教育・学びの提供

 
4 歴史・文化・伝統の継承と発信

Ÿ 担い手不足・高齢化 

Ÿ 外来種増加・自然環境の変化 

Ÿ 組織活動体制不足

 5 移住・定住を促すＰＲと受け入れ体制の強化

 6 交流を生むまちの魅力づくりと観光振興 Ÿ 担い手不足・高齢化

 
7 スポーツを通じたまちづくりの推進

Ÿ 施設の老朽化・整備遅延 

Ÿ 少子化による競技人口減少

 

Ⅲ
安心して元気に暮らせる 
地域の創出

1 地域福祉の推進 Ÿ 担い手不足・高齢化

 
2 健康づくり・元気づくりの推進

Ÿ 担い手不足・高齢化 

Ÿ 高齢者の５年後の生活に関する希望感不足 

Ÿ 医療へのDX化推進ニーズ

 

3 高齢者福祉の推進

Ÿ 訪問介護事業の経営悪化 

Ÿ 高齢者の外出・社会参加の困難 

Ÿ 高齢者の５年後の生活に関する希望感不足 

Ÿ 住民全体から充実が望まれる分野

 4 障がい者福祉の推進 Ÿ 住民全体から充実が望まれる分野

 5 人権の尊重・共生社会の実現

 

Ⅳ 生活基盤の強化・強靭化

1 地域の拠点づくりとネットワークの形成
Ÿ 地域活動への参加率の減少（特に芸北） 

Ÿ 若者による「今後地域活動に参加したい」の期待

 
2 交通環境の整備と移動に係る利便性の確保

Ÿ 公共交通機関の不足 

Ÿ 特に若者から充実が望まれる分野 

Ÿ 住民からみて実施優先度の高い分野（道路環境・生活交通）

 3 情報通信技術の基盤整備と利活用の推進

 
4

生物多様性の保全と持続可能な循環型社会

の形成
Ÿ 住民全体から充実が望まれる分野

 5 水を大切にする暮らしの維持

 
6 災害や緊急時に強い地域社会の実現

Ÿ 担い手不足・高齢化（消防団等） 

Ÿ 活動に関する認識の誤解

 7 安全な暮らしの確保 Ÿ 住民全体から充実が望まれる分野

 

Ⅴ 住民のための行財政運営

1 町民と行政による協働のまちづくり

Ÿ 担い手不足・高齢化 

Ÿ 中間支援組織の不足 

Ÿ 多役兼務 

Ÿ 旧町におけるそれぞれのイメージギャップ 

Ÿ 大朝、芸北での「住民意見反映」に関する不満 

Ÿ 住民の行政依存の改善傾向（特に大朝・芸北）※悪い意味での行政離れ？ 

Ÿ 住民からみて実施優先度の高い分野

 
2 健全な行財政改革

Ÿ 町外事業者への発注（地元労働機会の喪失） 

Ÿ 住民からみて実施優先度の高い分野


